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2段階に分けたレーザーの照射により圧縮と点火を分けて行う衝撃波点火方式 (shock ignition scheme)の点火過程では1015

W/cm3以上のスパイクパルスの照射により300 Mbar以上の衝撃波圧力の生成がマイルストーンと考えられている。しかしこの強度
はパラメトリック不安定性の閾値を超えており、レーザー光のエネルギーは高速電子等に散逸されてしまう。一方で近年は点火過程の
時点で大きくなったシェルの面積密度を考慮すると高速電子の局所的な吸収により高速電子を電子ビームと見立て衝撃波圧力増大に
利用できるのではないかと期待されはじめている。

実験においてメインパルス（5×1015 W/cm2)とプレパルスの照射（パラメトリック不安定性閾値未満)により高速電子の発生量と予備
圧縮の程度をパラメータとした際の衝撃波圧力を評価した。（使用ターゲットCH層,Cu層,Quartz層の3層構造）

高速電子量 密度

プレ無し 基準 基準

2wプレパルス 1.9倍 2.2倍

3wプレパルス 2.3倍 2.8倍

• 高速電子発生量はターゲットのCu層から
発生するKa線により評価した。

• プレパルスによる圧縮（密度）は流体シミュ
レーションにより評価した。

高速電子量と圧縮率（密度）の変化

実験における衝撃波のターゲット通過時刻と高速電子効果を含まないシミュレー
ション結果の比較により衝撃波圧力を評価した。

実験結果の一例 (2wプレパルス)
左:VISAR/右SOP

2wプレパルスで8 %, 3wプレパルスで
20 %衝撃波圧力は増大した

裏面通過時刻

電子ビームによる衝撃波形成

P〜 I2/3r1/3 I : 電子ビーム強度(W/cm2)
r : ターゲット密度(g/cm3)

Gus’kov et al., (2012)

高速電子の量が多く高密度なほど圧力が
増大する理論式の傾向と一致
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